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カルボニル化合物のニトロアルケンへのマイケル付加反応は炭素－炭素結合を形成し、合成中

間体として有用な－ニトロカルボニル化合物を得る優れた方法である。有機触媒反応のうち光学

活性なアミンを触媒として用いる反応では、アルデヒドやケトンからエナミンを触媒的に発生さ

せてマイケル供与体として利用することにより、－ニトロカルボニル化合物をエナンチオ選択的

に合成することができる。当研究室では、第一級－アミノ酸塩がアルデヒドのニトロアルケンへ

の不斉マイケル付加反応に対する有効な触媒となることをすでに報告している 1, 2。この反応は嵩

高い基質である位分岐型アルデヒドを用いた場合にも反応が良好に進行することを特徴として

おり、第四級炭素を有するマイケル付加体が高エナンチオ選択的に得られる。 

今回我々は、マイケル受容体として－ニトロアクリル酸エステルを用いて位分岐型アルデヒ

ドとの付加反応を行い、位にアルコキシカルボニル基を有する－ニトロアルデヒドの不斉合成

を試みた。基質としてイソブチルアルデヒド（1a）、－ニトロアクリル酸ベンジル（2）を用い

て種々条件検討を行ったところ、マイケル付加反応が良好に進行し、対応するマイケル付加体 3a

が高収率、高エナンチオ選択的に得られた。さらに、付加体 3a を水素－パラジウム/炭素条件下

で還元すると、ベンジル保護基の脱離とニトロ基のアミノ基への還元、続く分子内でのイミン形

成とその還元が起こって生成したと考えられる環状－アミノ酪酸 4aを得ることができた。また、

アルデヒド 1bを基質として用いて同様の反応を行うと、抗てんかん薬として利用されているガバ

ペンチン（5）の類似体 4b が得られた。詳細な条件検討およびガバペンチン類似体の合成につい

て報告する。 
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